
(c) 2012. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 1 of 5 

　　　　　　　　　　 
発行日：2012 年5 月 28 日

RENESAS TECHNICAL UPDATE 
　　　　　　　　　　 〒211-8668 神奈川県川崎市中原区下沼部 1753 

ルネサス エレクトロニクス株式会社 
問合せ窓口 http://japan.renesas.com/contact 
      E-mail: csc@renesas.com 

製品分類 MPU ＆ MCU 発行番号 TN-16C-A214A/J Rev. 第1版 

題

名 
M16C/6C グループのマニュアル記載変更 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

M16C/6C グループ 
 

関連資料
M16C/6Cグループ ユーザーズマニ

ュアル ハードウェア編 Rev.2.10 

M16C/6C グループの仕様の一部を変更します。また、使用方法や設定手順を追加・変更します。 

なお［ ］内は M16C/6C グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.2.10 上の掲載箇所を示します。 

 

1.バス［11.3.5.7 BCLK 出力］ 

メモリ拡張モードのとき、P3_0 端子は A8 ではなく、不定値を出力します。 

［表 11.7］ プロセッサモードと端子の機能表 
プロセッサモード メモリ拡張モードまたはマイクロプロセッサモード メモリ拡張モード 

PM05~PM04 ビット 00b(セパレートバス) 
 

01b (CS2領域はマルチプレクスバス 
  それ以外はセパレートバス) 
10b (CS1領域はマルチプレクスバス 
  それ以外はセパレートバス) 

11b 
(CSの全空間がマ 
ルチプレクスバス) 
(注 1、2、3) 

データバス幅 
BYTE 端子 

8ビット 
“H” 

16ビット 
“L” 

8ビット 
“H” 

16ビット 
“L” 

8ビット 
“H” 

(省略) 
P3_0 A8 A8 A8 A8/D7 (注 4) 不定値を出力 

(省略) 

 

2. タイマ S 

2.1 G1BT レジスタ ［20.2.5 ベースタイマレジスタ (G1BT)］ 

  G1BT レジスタには何も書かないでください。 

 （補足） 

G1BT レジスタは、G1BCR1 レジスタの BTS ビットを“0”(ベースタイマリセット)にすると、“0000h” に 

なります。この機能は従来どおり変更ありません。 
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2.2 時間測定機能選択時の割り込み要求 ［20.5.6 時間測定機能選択時の割り込み要求］  

  G1FS レジスタの FSCj (j=0~7)ビットを“1” (時計計測機能)、かつ G1FE レジスタの IFEj ビットを“1”に 

すると、最大で fBT1 の 2 サイクル後に G1IR レジスタの G1IRj ビットや ICOCiIC (i=0、1)、ICOCHjIC (ただ 

し j=0~3)レジスタの IR ビットが“1” (割り込み要求あり)になることがあります。 

このため、IC/OC 割り込み i または IC/OC チャネル j 割り込みを使用する場合、FSCj ビットを“1”かつ 

IFEj ビットを“1”にした後、次の処理をしてください。 

(1) fBT1 の 2 サイクル以上待つ 

(2) ICOCiIC、ICOCHjIC レジスタの IR ビットを“0”にする 

(3) (時間測定機能選択から fBT1 の 3 サイクル以上待ってから)G1IR レジスタを“00h”にする (G1IR レジ 

スタは ICOCiIC レジスタの IR ビットを“0”にした後で、“00h”にする) 

 

3. USB 機能 

3.1 USBMC レジスタの USBSTS ビット 

ビットの説明を一部変更します。 

［24.2.33 USB モジュール制御レジスタ (USBMC)、USBSTS (USB モジュールステータスフラグ) (b6)］ 

＜変更前＞ 

USBE ビットを“0”(USB クロック供給) にした後、USB クロックが安定供給されると、USBSTS の 

ビットが“0”(USB 機能使用可能)になります。USBMC レジスタ以外の USB 関連レジスタは、USBSTS 

ビットが“0” (USB 機能使用可能)のときアクセスしてください。 

＜変更後＞ 

USBEビットを“0”(USBクロック供給) にした後、USB機能が使用可能になると、USBSTSビットが“0”(USB

機能使用可能)になります。USBMC レジスタ以外の USB 関連レジスタは、USBE ビットが“0”で USBSTS ビ

ットが“0” (USB 機能使用可能)のときアクセスしてください。 

 なお、USBSTS ビットが“0”になった後は USBE ビットを“1”にしても、USBSTS ビットは“0”のまま変化し

ません。 

 

3.2 USB 機能の初期設定 

 条件を初期設定とケーブル接続時に分け、手順を変更します。 

 ［24.3.7 USB 機能の初期設定、図 24.6 USB 機能の初期設定、図 24.7 ケーブル接続時の設定］ 
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＜変更前＞ 
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＜変更後＞ 

 初期設定 

PLLFCKを48MHzにする
PLLFCK生成許可

USB用内部電源3.3V供給
(USB 、用内部電源使用時 設定要)

USB （クロック供給 USB ）機能動作 
VbusDTCT入力許可

USB機能が使用可能になるまで待つ

プロトコル処理部リセット解除
セルフパワーモードまたはバスパワーモード選択

エンドポイント情報設定

PLC0、PLCFレジスタ設定

CM1レジスタの
CM14 ←ビット 0

USB機能の初期設定

USBMCレジスタの
VDDUSBE ←ビット 1
PXXCON ←ビット 1

USBCTLRレジスタの
PRTRST ←ビット 0

PWMD ←ビット 0または1

USBEPIRレジスタにエンドポイント0～6情報
（35 ）バイト を書く

終了

≧1ms

＜1ms

USBMCレジスタの
USBE ←ビット 0

VBUSE ←ビット 1

USBMCレジスタの
USBSTS=0?

0

1

1ms?

tsu(PLL)待つ PLL発振安定待ち

USBIER0～USBIER3、USBISR0～
USBISR3、USBINT0IC、USBINT1IC、
USBRSMICレジスタ設定

割り込み関連レジスタ設定

USBCTLRレジスタのPULLUPE ←ビット 1

125kHzオンチップオシレータ発振開始
(USB 、用内部電源使用時 設定要)

1ms待つ
(USB 、 ）用内部電源使用時 要 

ATTACH出力ON（D+ ）プルアップ 

（USB ）機能はケーブル接続待ち 
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 ケーブル接続時の設定 

USB ／バス接続 切断検出フラグクリア

USB通信ファームウェア準備

USBIFR0レジスタのVBUSF ←ビット 0

USB ／バス接続 切断検出割り込みルーチン

復帰

USBFCLR0 ←レジスタ 00h
USBFCLR1 ←レジスタ 00h
USBFCLR2 ←レジスタ 00h

USBIFR0レジスタのBRST ←ビット 0

USBバスリセット検出割り込みルーチン

復帰

USBバスリセット検出フラグクリア

エンドポイント0～6のFIFOクリア

（ ） ケーブル接続を検出する場合のみ要 

（ ） セットアップコマンド受信完了割り込み待ち 

USBIFR0レジスタの
VBUSMNビット=1?

1

ケーブル接続を確認
（ コンデンサの影響を受けないタイミングで読み出して

）　ください 

0

USBバス切断時の処理

 

 

以上 


